
日・ベトナム受刑者移送条約

 受刑者の社会復帰を促進するために，受刑者に対して本国で刑に服する機会を与え

るための日・ベトナム間の移送に係る手続等について定める。
 ２０１９年７月１日に署名（於：東京）。

概 要

早期締結の必要性

 相手国で服役している日本人／ベトナム人受刑者に本国で服役する機会を与え，
社会復帰を促進する。

 外国人受刑者に対し刑を執行する移送国の負担軽減に寄与する。

【現状】
＜日本＞
・ベトナム人受刑者：１２８名

（外国人受刑者総数２２５０名の
５．７％，国籍別で第４位）

・日本における外国人受刑者総数
１ 韓国・朝鮮 ７４２名
２ 中国 ４１７名
３ ブラジル １６３名
４ ベトナム １２８名

（２０１９年１２月現在，
永住者・特別永住者含む）

・欧州評議会が作成した受刑者移
送条約（ＣＥ条約）に加入（２００３
年）。その締約国（我が国を含め６８
か国）との間で，受刑者移送が可能。
・タイ（２０１０年），ブラジル（２０１６
年）及びイラン（２０１６年）との間で
二国間の受刑者移送条約を締結。

＜ベトナム＞
・日本人受刑者：３名

（２０２０年１月現在）
・ＣＥ条約には加入せず。
・１２か国（英国，韓国等）との間で
二国間の受刑者移送条約を締結。
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主な内容

「言語」や「習慣」の異なる外国から

母国の家族等との面会困難

 移送の対象となる受刑者が受入国の国民等である。
 判決が確定している。
 残りの服役期間が１年以上残っている。
 移送国での受刑者の犯罪行為が受入国の法令においても

犯罪になる。
 移送国，受入国，受刑者が移送に同意している。

受入国の刑務所移送国の刑務所

受入国移送国

受刑者の母国へ

円滑な社会復帰の準備

移送の主な条件

移送国／受入国：移送を要請可能

受刑者：移送国又は受入国に対し，移送の関心を表明可能。

受刑者 受刑者
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